
２００４年度前期・数理解析・計算機数学 I
　

中間レポート

【レポート問題】

★ prob-01 「拡張されたユークリッドの互除法」のアルゴリズムを示し, このアルゴリズムの正当性を

証明せよ. また,このアルゴリズムの計算量を求めよ.

★ prob-02 非負整数 aに対して, an を求めることを考えてみる. （ただし, n は非負整数とする.）この

時, aを n回乗算する以外の方法として,次の例のような方法が考えられる.

【例】

• a5 を計算するために a5 = a4 · a, a4 = (a2)2 であることを用いると,３回の乗算で a5 を求

めることができる.

• a11 を求めるために a11 = a8 · a2 · a, a8 = (a4)2, a4 = (a2)2 であるので,５回の乗算で a11

を求めることができる.

この例を一般化して an を「高速」に求めるためのアルゴリズムを示し,このアルゴリズムの正当性

を証明せよ. また,このアルゴリズムにおける乗算回数の漸近的評価を求めよ. （要するに,乗算回数

に関する計算量を求めよということ.）

★ prob-03 上の「prob-02」で示したアルゴリズムを用いて, an を計算するプログラムを書け. ただし,

次の仕様をみたす関数を構成してプログラムを記述すること.

【形式】

unsigned int uint_power(unsigned int a, unsigned int n)

【機能説明】

aの n乗を返します. 「桁あふれ」が生じた場合には正しい値を返す保証はありません.

【レポートに関する注意事項】

【レポートの目的】 このレポートは授業の評価の対象ではなく,現在の時点での授業内容の理解度を判断

の材料とするものである.

【締め切り】 ６月２日（水）正午

ただし,レポート配布時（５月２６日の講義）から締め切りまでの期間に教育実習で不在の学生に関

しては,締め切りを以下のように変更する.

• ５月２６日の講義に不在の学生に関しては,このレポート問題を受け取った次の水曜日の正午.

• ６月２日の講義に不在の学生に関しては,教育実習終了後の最初の水曜日の正午.

【レポートの提出方法】 以下の提出方法に従わない答案は提出されていないものとみなす.

★ prob-01, prob-02に関して Ａ４サイズの用紙を利用して, 全てのページに「学生番号及び氏

名」を用紙上部に明記して,指定の日時の授業時に提出すること. ただし,１枚の用紙に複数問の

解答を記述しないこと. （逆に１問の解答が複数の用紙にまたがってもかまわないが,裏面を利

用してはいけない.）
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★ prob-03 指定の日時まで電子メールで以下の宛先に提出すること. ただし,以下の注意を厳守す

ること.

• 電子メールの Subjectは「Report-01」または「中間レポート提出」とすること.

• 通常の「講義課題」提出のメールとは別に送付すること.

• プログラムの「ファイル名」は「0601xxxx-prob-03.c」であること. ここで「0601xxxx」

の部分には各自の「学籍番号」を書くこと.

【レポートに関する注意】 以下の注意を厳守すること. 違反した場合には授業の評価の対象から除外する.

（要するに単位を出さない.）

• 各種の資料を調べるのはかまわないが,必ず自分自身で書くこと. 他人のレポートを写したり,だ

れかに答を聞いてそれをそのまま書いたりしてはならない.

• 必ず３問全てに解答すること. わからないからといって提出しなかったり,「白紙解答」を提出

することは認めない.

【レポートの評価】 各問題に関してA, B, C, Dの４段階程度の採点を行って,適切な時期に返却する.（採点

対象は全問題であるが, prob-03は「返却」という意味がないので,返却対象は prob-01, prob-02

の２問である.）

上記の採点の意味は次の通りである.

A ほぼ問題の無い答案である. 指摘された問題点を理解し,きちんとした勉強を続けて欲しい. （１

０点満点で８～１０点程度）

B いろいろと問題があるが,「現時点ではこんなものでしょう」というレベルの答案. 指摘された問

題点を理解し,より一層の努力をして欲しい. （１０点満点で６～７点程度）

C, D 非常に問題が大きい答案. 試験なら「不可」となる. 今後十分な努力をしないと最終的に「不可」

になる可能性が高いと思われる. （C:１０点満点で３～５点程度, D:０～２点程度）

Id: report.tex,v 1.7 2004-05-24 12:48:51+09 naito Exp


